
1

変動地球共生学卓越大学院プログラム
オリジナル開講科目案内

東北大学変動地球共生学卓越大学院プログラム (tohoku.ac.jp)
https://syde.tohoku.ac.jp/



プロジェクトマネジメント論

2



プロジェクトマネジメント論
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防災の国際潮流と仙台防災枠組

講師：竹谷公男
（東北大学災害科学国際研究所・客員教授/国際協力機構防災分野特別顧問）

担当教員：小野裕一
（東北大学災害科学国際研究所・教授）
永見光三
（東北大学グリーン未来創造機構教授）

防災のそれぞれの分野において実用方法論を網羅的に教育することにより、
国際的に活躍できる防災の専門性の高い人材を輩出することを目指す

講師・教員と受講学生の集合写真
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防災の国際潮流と仙台防災枠組

ある地域を選び、その地域における防災減災計画（DRR計画）を検討し、
英語でプレゼンテーションする計画をたてる際、またプレゼンテーショ
ンを評価する際、次の１～８までのステップを意識して行う

Local Disaster Risk Reduction Plan
1 Step 1 Collecting locall hazard information
2 Step 2 Understanding local disaster risks
3 Step 3 Confirming DRR plans by national & other authorities
4 Step 4 Identifying residual risks considering time-series
5 Step 5 Listing all necessary DRR measures by local governments
6 Step 6 Prioritizing DRR mesures
7 Step 7 Arranging budget allocation in necessary levels
8 Step 8 Implementing DRR measures & reviewingt periodically

仙台防災枠組みの特徴５つを説明する

(1)仙台枠組に期待される最終的な成果や目標は何か？
(2)仙台枠組のインプット目標は何か？
(3)仙台枠組の成果目標は何ですか？
(4)仙台枠組の最も重要な指導原則は何ですか？
(5)仙台枠組の優先課題は何ですか？

受講者に出された課題
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産学共創特殊講義Ⅲ・産学共創特別講義Ⅲ

回 日時 講師（敬称略） 所属 タイトル

1 10月2日 船津 貴弘 株式会社 安藤・間
「10年後、こんな社会になっていたらいいね。」を実現
するためのフロンティア技術の探求
～「こんな技術。10年後にできたらいいね。」～

2 10月16日 対馬 弘晃 気象庁気象研究所 リアルタイム津波予測の最前線

3 10月23日 大野 圭太郎 国土地理院 国土地理院における測地業務の広がり

4 10月30日

石川 正樹
酒井 利彰
ダン トゥアン ハイ
柏舘 信子
山口 裕二

日本工営株式会社 建設コンサルタントの仕事とキャリアパス

5 11月6日 渡邊 凌生 復建調査設計株式会社 サスティナブルな社会を目指す取り組み

6 11月20日 浅野 将人 農林水産省 農業農村における地球科学の貢献について

7 11月27日 草野 由貴子 原子力発電環境整備機構 NUMO 第一部「わが国における地層処分事業の状況」
第二部「わたしのキャリアパス」

8 12月4日 大塚義一 株式会社奥村組
災害に備えるまちづくり
～阪神・淡路大震災および東日本大震災での災害廃棄物
処理の経験から学んだこと～

9 12月11日 谷脇 天司 INPEX 社内制度を利用した海外留学ー石油・天然ガス開発にお
ける有機地化学の応用ー

10 12月18日 小山 将明 住友金属鉱山株式会社 金属資源探鉱の最前線

11 12月25日 ⾧谷川 淳 鉄道総合技術研究所 鉄道における自然災害への対応と地球科学の役割

12 1月15日 細野 哲久 応用地質株式会社 あなたの知らない世界（就職～社会人編:学卒卒業生の
例）

13 1月22日 寺田 宏明 日本原子力研究開発機構（JAEA）
原子力基礎工学研究センター 放射性物質の大気拡散予測システムの開発

14 1月29日 佐藤 まりこ 海上保安庁 海洋情報部 技術の力で海を守る ～海上保安庁海洋情報部～

令和５年度例 全14回（R5.10.2～R6.1.29）、講義：90分＋講師との懇談：30分
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産学共創特殊講義Ⅲ・産学共創特別講義Ⅲ

研究開発事業の説明 担当業務の説明

災害対応 学生へのメッセージ

長谷川淳講師（鉄道総合技術研究所）鉄道における自然災害への対応と地球科学の役割
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産学共創特殊講義Ⅲ・産学共創特別講義Ⅲ

浅野将人講師（農水省）農業農村における地球科学の貢献について

キャリアパスの紹介 担当業務の説明

防災・減災対策の説明 学生へのメッセージ
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産学共創特殊講義Ⅲ・産学共創特別講義Ⅲ

草野由貴子講師（NUMO）第一部「わが国における地層処分事業の状況」、第二部
「わたしのキャリアパス」

地層処分事業の説明 担当業務の説明

キャリアパスの紹介 学生へのメッセージ

9



産学共創特殊講義Ⅲ・産学共創特別講義Ⅲ

久保啓子講師（TDK）TDKでの仕事と全固体電池の開発

企業紹介 担当業務の説明

開発に従事したプロジェクトの紹介 学生へのメッセージ
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授業の目的と概要
本授業では、世界中の様々なリスクマネジメントの事例や研究に関

する講義 (動画教材を含む) を受けて、リスクマネジメントの重要性
やその方法論を学ぶことを目的とする。学生が様々なリスクについて
問題意識を持ち、リスクマネジメントの重要性やその方法論を人に伝
えられることを学習の到達目標とする。

1. 海外研究者、政府機関、民間会社を含む17名の講師によるリスク
マネジメント講義ビデオ (英語) のうち、12講義を選択する。各講
義ごとに要約と自分の考えをA4用紙2枚以上にまとめ、レポートを
提出することで、受講の証が与えられる。

2. 夏休みに10名程度のグループに分けて、2時間のグループ・ディス
カッション (英語) を行う。テーマ、ディスカッション形式、役割
分担はグループリーダーを中心に、学生たちが事前に相談・準備
する。

世界リスクマネジメント学

 多くの学生が最初に受講する異分野科目（必修）、今後のSyDE科目の基礎

 全て英語による講義・議論 11



世界リスクマネジメント学

講義ビデオ
1. Hazard, Risk and Function for Flood, 風間教授 (東北大学)
2. Water Environments and Human/Ecosystem Health, 佐野教授 (東北大学)
3. Mitigating Volcanic Disasters, 荒牧名誉教授 (東京大学)
4. Management of Volcanic Eruption, 井田名誉教授 (東京大学)
5. Space Weather, Prof. Leblanc (ソルボンヌ大学)
6. Industrial Risk Management and Safety Management, Prof. Lestari (インドネシア大学)
7. Development of Earthquake Disaster Mitigation Technologies for Bridges, 運上教授 (東北大学)
8. Interdisciplinary Perspectives of Tsunami for Disaster Risk Management, Prof. Suppasri (東北大学)
9. Risk Management in the Construction Industry, 琴浦先生ほか (五洋建設)
10. Natural Disaster and Infrastructure Development in Japan, 三好先生 (日本工営)
11. World Risk Management –UN Sendai Framework-, 竹谷先生 (JICA)
12. Introduction to Risk Management and Information Security, 新井先生 (NTT DATA)
13. History of Pollution Problems in Japan’s High-Growth Period, 日引教授 (東北大学)
14. Observation and Forecasting, 日野教授 (東北大学)
15. Sociology of Risk, 小松教授 (東北大学)
16. Religious Culture and Risk, 木村教授 (東北大学)
17. Climate Change Impact, 須賀教授 (東北大学)
グループ・ディスカッション
1. GAP –他分野のリスクマネジメント–
2. リスクマネジメントで大切なことは何か？
3. 能登半島地震
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PBL研修科目：I-ラボ(Integrated Science Lab.) 

課題

例：災害物質分析lab

 産総研地質調査総合センターと連携

 地震・火山活動の観測・評価方法や、関係機
関の連携・情報発信や住民の受け止め方など
について学習

 理学的な判断基準と、観光産業等の社会との
関係など文理両面から、現状の課題を検討

企業・研究機関との協働による「産学共創課題解決プログラム」
 専門とは異なる課題を選択し（研究室ローテーション機能）、多角的視
点、手法、考え方を学ぶ Project-Based Learning型研修

 複数専攻の学生によるチームワーク

学生A
（工学）

学生B
（文学）

企業
団体

担当教員
（理学）

担当教員は課題の策定にコミット
学生と企業・団体の橋渡し

オンラインも可
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PBL研修科目の実施： Iラボ研修例

① リモートセンシング実習の風景

② 火山灰観察実習の風景

③ スロースリップ地震の解析実習で講師に
質問する研修生

④ 最終日のグループワークでの模擬報告書
の発表風景

産総研IEVGニュースレター掲載

研修生の感想

 大学での研究内容と異なることが多く、
非常に興味深く学びが多かった。

 分野が違えど、求められる能力（簡潔
にわかりやすく説明するなど）は共通し
ていたことを実感した。

研修担当者の感想

 専門的知識がない中でもそれぞれに
興味のある点を見出していて、報告書
には各自の工夫が含まれていた。
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Iラボ研修（前期課程PBL）

研修ラボ名 連携企業・団体 実施年度

鉱物資源 JOGMEC 2020、2021、2022

火山学 産総研地質調査センター 2020

リモートセンシング 三菱電機ソフトウェア（株）
（前：三菱スペースソフトウェア）

2020、2021、2022、2023（未
確定）

地熱エンジニアリング 地熱エンジニアリング（株） 2020、2021

国際協力・防災 JICA 2020、2021、2022、2023

避難行動 （株）空むすび 2020

災害アーカイブ ハーバード大学 2020、2021、2022、2023

自然災害 産総研地質調査センター 2021

土木工学 日本工営（株） 2021、2022、2023

世界Bosai 世界防災フォーラム 2021

● 文理融合課題、複数専攻の学生が参加するよう調整
● 地熱エンジニアリングラボ、災害アーカイブラボ等にはプ
ログラム生以外も参加

● 期末に発表会を実施
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R6年度実施（後期）は、鉱物資源（JOGMEC）・土木工学（日本工営）
国際協力・防災（JICA）・防災科学技術（防災科研）
災害アーカイブ（ハーバード大ライシャワー研究所）
の５課題を開講予定です



Iラボ研修発表会 （2020年度の例）

• 各課題での学習内容を共有

• 2021年5月25日・6月29日に実施

定例会議枠を利用

• 担当教員に加えて、企業・団体の

担当者も出席

課題 連携企業・機関

鉱物資源ラボ 独立行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源機構

火山防災ラボ 国立研究開発法人産業技術総合研究所
地質調査総合センター

リモートセンシングラボ 三菱スペース・ソフトウエア株式会社
地熱エンジニアリングラボ 地熱エンジニアリング株式会社
国際協力・防災ラボ 独立行政法人国際協力機構
避難行動支援ラボ 株式会社空むすび
災害アーカイブラボ ハーバード大学ライシャワー日本研究所

火山防災ラボ

地熱エンジニアリングラボ 国際協力・防災ラボ

避難行動支援ラボ

リモートセンシングラボ

災害アーカイブラボ
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